
ブ
ロ
ッ
ク
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
街
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
病
院
玄
関
ま
で
の

び
て
い
る
た
め
、
利
用
者
の
往
来
で
賑
わ

い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

開
発
に
あ
た
っ
て
、
U
R
都
市
機
構
が

取
り
組
ん
だ
新
し
い
試
み
は
、
地
区
内
に

導
入
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー
ル
と
赤
十
字

病
院
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
で
す
。
そ

の
結
果
、
住
民
は
病
気
や
け
が
の
状
態
に

合
っ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ム
ー
ズ
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
U
R
都
市

機
構
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
早
い

段
階
か
ら
大
阪
赤
十
字
病
院
院
長
や
有
識

者
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
セ
プ
ト
研

究
会
」
を
設
置
す
る
等
、
公
・
民
の

良
さ
を
引
き
出
し
な
が
ら
ま
ち
づ

く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
定
し
、

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
都
市
再
生
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
な
り
う
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

都 市 再 生

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た

都
市
再
生
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
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広
域
避
難
地
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

武
庫
川
河
川
敷
や
市
役
所
・
消
防
本
部
等

と
の
連
携
で
、
都
市
防
災
拠
点
と
し
て
機

能
し
ま
す
。
普
段
は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
で
す
が
、
生
活
用
水
や
防
火
用
水
に
な

る
せ
せ
ら
ぎ
や
、
備
蓄
倉
庫
、
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
で
囲
う
と
非
常
用
便
所
に
な
る
パ
ー

ゴ
ラ
、
耐
震
性
貯
水
槽
等
、
災
害
時
の
避
難

者
用
に
様
々
な
工
夫
を
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
関
西
地
区
で
は
平
成
18
年

に
大
阪
府
堺
市
西
区
鳳

お
お
と
り

南
み
な
み

町ま
ち

や
枚
方
市

北き
た

片か
た

鉾ほ
こ

町
ち
ょ
う

、
兵
庫
県
伊
丹
市
車
塚
一
丁
目

で
防
災
公
園
が
開
園
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
都
市
で
は
、
居
住
者
人
口
の
減
少
、

大
規
模
店
の
閉
店
等
、
様
々
な
ま
ち
づ
く

り
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
U
R
都
市

機
構
で
は
、
全
国
地
方
都
市
の
再
生
の
推

進
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
交
通
結
接

点
の
機
能
強
化
等
を
図
る
た
め
、
再
開
発

事
業
や
建
築
投
資
の
促
進
の
た
め
の
条
件

整
備
を
行
い
、
民
間
に
よ
る
都
市
再
生
の

推
進
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
事
例
は
、
全
国

2
3
0
市
町
村
に
及
び
、
徳
島
県
徳
島
市

新
町
西
地
区
で
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業

の
立
ち
上
げ
を
支
援
。
滋
賀
県
大
津
百
町

で
は
、
都
市
再
生
の
た
め
の
合
意
形
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
都
市
再
生
大
学
校
」
と
い
う

バ
ー
チ
ャ
ル
な
大
学
校
を
設
立
し
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
し
た
。

大
阪
駅
北
地
区
の
開
発
は
、
都
心

に
残
さ
れ
た
最
後
の
一
等
地
の
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
関
西
経
済

の
起
爆
剤
と
す
べ
く
産
・
学
・
官
の

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

い
よ
い
よ
開
発
が
本
格
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
関
西
経
済
界
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
あ
る
「
知
的
創
造
活
動
の
拠
点

（
ナ
レ
ッ
ジ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
て
、
関
西
全
域
の
研
究

拠
点
や
産
業
拠
点
等
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
に
連
携
・
活
用
し
な
が

ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
お
い
て
は
、
大

阪
駅
北
地
区
を
中
心
と
し
た
、
関
西

の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
、
ま

た
、
ア
ジ
ア
か
ら
関
西
へ
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
街
区
形

成
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
、

ご
尽
力
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
は
地
震
大
国
。
万
一
の
災
害
時
に

備
え
て
、
避
難
場
所
や
避
難
場
所
へ
ア
ク

セ
ス
す
る
避
難
路
の
整
備
が
急
が
れ
て
い

ま
す
。
U
R
都
市
機
構
で
は
、
大
都
市
地

域
等
の
既
成
市
街
地
に
お
い
て
防
災
機
能

の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体

の
要
請
に
基
づ
き
「
防
災
公
園
街
区
整
備

事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
整
備
に
必
要

な
事
業
資
金
は
、
U
R
都
市
機
構
が
立
て

替
え
、
そ
の
財
源
は
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

補
助
金
と
地
方
公
共
団
体
の
起
債
す
る
地

方
債
等
及
び
一
般
財
源
に
よ
る
負
担
分
に

よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。地
方
公
共
団
体
は
、

一
般
財
源
に
よ
る
負
担
分
を
長
期
割
賦
に

よ
り
償
還
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

平
成
16
年
に
事
業
完
了
し
た
兵
庫
県
宝

塚
市
末
広
町
地
区
の
約
4
・
14
ha
の
防
災
公

園
は
、
企
業
の
厚
生
施
設
跡
地
を
利
用
し

た
も
の
で
、
一
次
避
難
地
の
防
災
公
園
や

大
阪
市
天
王
寺
区
の
「
桃
坂
コ
ン
フ
ォ

ガ
ー
デ
ン
」
は
、
大
阪
赤
十
字
病
院
の
建

替
え
に
あ
わ
せ
、
民
間
事
業
者
と
U
R
都

市
機
構
の
開
発
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。

隣
接
す
る
大
阪
赤
十
字
病
院
を
最
大
限
に

生
か
し
、
医
療
を
核
と
し
た
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
功
例
で
す
。

大
阪
赤
十
字
病
院
の
目
前
に
広
が
る
約

1
・
7
ha
の
敷
地
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー

ル
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育
所
を
併
設

し
た
Ⅰ
街
区
、
賃
貸
住
宅
の
Ⅱ
・
Ⅲ
街
区
、

分
譲
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
Ⅳ
街
区
の
4

一
日
2
5
0
万
人
が
行
き
交
う
ビ
ッ
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
大
阪
・
梅
田
駅
に
隣
接
す

る
約
24
ha
の
大
阪
駅
北
地
区
は
、
元
々
梅

田
貨
物
駅
区
域
で
、
関
西
に
残
さ
れ
た
最

後
の
一
等
地
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

可
能
性
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
、
関

西
の
都
市
再
生
を
リ
ー
ド
す
る
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
「
大
阪
駅
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。
関
西
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る

新
産
業
・
技
術
・
文
化
を
生
み
出
し
、
世

界
へ
情
報
発
信
す
る
拠
点
を
目
指
し
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
は
、「
世
界

に
誇
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」「
知
的
創
造
活
動

の
拠
点
（
ナ
レ
ッ
ジ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
づ
く
り
」

「
賑
わ
い
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
」「
水
と
緑
あ

ふ
れ
る
環
境
づ
く
り
」
の
5
本
柱
で
す
。

U
R
都
市
機
構
は
、大
阪
府
・
大
阪
市
・

関
経
連
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
土
地
区
画

整
理
事
業
に
よ
る
都
市
基
盤
整
備
を
推
進

し
、
開
発
事
業
者
と
と
も
に
「
ナ
レ
ッ
ジ
・

大
阪
に
活
力

大
阪
駅
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
規
模
土
地
利
用
再
生
、生
活
・
交
流
・
経
済
の
拠
点
形
成
、

都
市
防
災
性
の
向
上
、全
国
都
市
再
生
の
推
進
等
の

都
市
再
生
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を
軸
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
プ
ロ
集
団
と
し
て
、新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
を
各
地
の
事
例
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

大阪駅北大深東地区土地区画
整理事業

やすらぎのゾーン

新産業創造、未来生活提案
のための研究・開発・ショ

ールーム、学術機能、
商業、オフィス等

大阪の新しい玄関口と
して、アメニティ豊かで
象徴的な空間を形成

賑わい・交流の拠点
となる商業、オフィ
ス等

広幅員の歩道空間と敷地内の空間や建築
物が一体となって、水や緑のあふれるゆ
とりと風格のある空間を創出

南北（シンボル）軸

ゆとりある空間となるオフィス、
ホテル、住宅等

ゆとりのゾーン

キ
ャ
ピ
タ
ル
」
と
「
一
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
に
向
け
て
、
産
・
学
・
官
が
結

集
し
て
取
り
組
む
都
市
再
生
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
と
し
て
大
阪
駅
北
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
先
行
開
発
区
域
で
は
基
盤
整
備

が
進
み
、
街
中
を
十
字
に
交
差
す
る
大
阪

駅
北
1
号
線
、
２
号
線
道
路
の
整
備
工
事

中
で
す
。
一
部
区
間
は
本
年
5
月
に
供
用

開
始
し
ま
し
た
。
先
行
開
発
区
域
は
左
図

の
よ
う
に
、
機
能
別
に
A
、
B
、
C
の
3

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

地 区 概 要

事業名称

UR都市機構による第1期土地区画整理事業

区域面積

施行期間

約8.6ha

よそおいのゾーン

ひろがりのゾーン
国際的なビジネ
スや、広域防災、
広域行政等の中
枢機能、文化、エ
ンターテイメン
ト、メディア等

ナレッジ・キャピタルゾーン（2）
文化・芸術を含むナレッジ・
キャピタル機能の拡充、大学、
大学院のサテライト等

東西（賑わい）軸
商業施設と一体とな
った木漏れ日空間
を創出し、賑わいある
動線の主軸を形成

都市型住宅や医療関連施設等

第1期先行開発区域（約7ha）

格調高いまちなみを形成するハ
イグレードなホテルや住宅等

ナレッジ・キャピタルゾーン

開発予定区域
所 在 地

地区面積

大阪市北区大深町

梅田貨物駅区域約24ha
（先行開発区域約7ha）

平成17年～22年度（6年間）

ふれあいのゾーン

駅前広場ゾーン

街のメインストリートは、病院の西口玄関まで続く　

おく だ しん や

関西経済連合会
専務理事

地 区 概 要

「
安
心
」
を
具
体
化
し
た
街

桃
坂
コ
ン
フ
ォ
ガ
ー
デ
ン

災
害
に
強
い
街
を
つ
く
る

防
災
公
園
街
区
整
備
事
業

ま
ち
づ
く
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

全
国
地
方
都
市
再
生
の
推
進

所 在 地

地 区 面 積

都市計画等

大阪市天王寺区筆ヶ崎町50

約1.7ha

第2種住居地域
（建ぺい率60％／容積率300％)

A大阪駅北地区まちづくり基本計画（大阪市）土地利用ゾーニング

先行開発区域

A広域位置図

大阪駅北2号線

大阪駅北1号線


